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行動評価指標（ルーブリック）
自転車安全教育における

ポイントの共通認識を持つための
ツール

京都市自転車安全教育プログラムの位置付け
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交通政策マスタープラン

「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１

市政の基本方針

京都基本構想（R8年～R32年）

京都市自転車総合計画2031
（仮称）（現在、策定作業中）

自転車の交通安全教育ガイドライン

京都市自転車安全教育プログラム

・本市の分野別計画であり、市町村
自転車活用推進計画でもある

・計画に自転車安全教育・啓発の推進が
位置づけられている

・国（警察庁）が定める、自転車の交通安全
教育におけるライフステージごとの目標と
教育内容が記載されているもの

次期計画において
取り組む自転車安全教育に

おける活用

ガイドラインと同じ目標を掲げ、
ガイドラインに記載の

各種ルール等を
習得した場合、どのような姿で

あるかを示す



自分や他者を守るため、

自転車利用者が「自転車は交通社会の一員である」という自覚を持つ必要がある

プログラムの目指すもの
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自転車はくらしに欠かすことのできない移動手段。
しかし、自動車やバイクと同じ「車両」であり、
同様に交通ルールを守らなければならないという意識は希薄。

そのために・・・

・交通のルール暗記のみでは不十分。
→「歩行者や自動車から見た自転車」など「他者視点」を持つことが必要

・子ども特有の視野の狭さや危険予測力の未発達による理解の限界がある。
→身体・心理面の発達を考慮した段階的な教育が必要

プログラムでライフステージ別の習得ポイントを明確化

事故に遭わない、起こさないための安全行動に繋げる共通認識を持つ



プログラム改定の目的
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○ 自転車の安全な運転に必要な知識及び技能を体系的に習得すること
○ 「自他の生命尊重」の理念の下、自転車が「軽車両」であることを理解し、

交通社会の一員としての自覚を持つこと
○ 自転車利用者が交通ルールを遵守して、自己や交通社会を共有する周囲の者の

安全を確保して運転することができるようにすること

警察庁が「自転車の交通安全教育ガイドライン」で、自転車の安全教育に
より目指すものを３点示した。

→これらを踏まえつつ、ライフステージ別に定められた目標に対応し、
どの年代でどのような自転車利用であるべきかを
「行動評価指標（ルーブリック）」として文章で示す。

→自転車安全教育の現場で教える側・学ぶ側が共通認識を持てるように！



行動評価指標（ルーブリック）※別紙
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→教える側、学ぶ側が「目指すべき姿」を共有できる

どの年代でどのような自転車利用であるべきかを文章で示したもの

学ぶ側にとっては教える側にとっては
・自分がいまどのステージにいるか
確認できる
・更に上の段階を目指す場合にどの
方向に頑張れば良いかの指針となる

・対象者がどのステージに到達して
いるかの判断基準となる
・自転車安全利用の指導におけるポ
イントの共通理解を図るものとなる

自転車安全教育においては、次の４つに分類
Ａ＜態度＞Ｂ＜状況認識・対応能力＞Ｃ＜運動・操作能力＞Ｄ＜知識＞

→単にルールを覚えて良しではなく、行動・態度も含めた評価へ



（参考）紙面イメージ
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★自転車安全利用五則、自転車点検の合言葉
「ぶたはしゃべる」などを掲載

★行動評価指標（ルーブリック）の見方、
使い方の解説ページを設けた
※行動評価指標（ルーブリック）は（別紙）



（参考）紙面イメージ
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ライフステージ別に活用しやすいよう、
行動評価指標（ルーブリック）の
各ライフステージ内容を見開き２ページに再掲

家庭等での教育にも役立てていただけるよう、
事例集には、講師からの言葉として安全教育
実施上ポイントとしていることを掲載






